
九 州 地 方 の 縄 紋 中 期 土 器 編 年 と １ ４ Ｃ 年 代
高 瀬 哲 郎 ・ 徳 永 貞 紹
佐 賀 県 教 育 委 員 会

１．はじめに
考 古 学 に お け る 遺 物 の 型 式 学 的 研 究 ， と り わ け 土 器 の 編 年 は ， 相 対 年 代 で は あ る が

年 代 決 定 の 重 要 な 方 法 で あ り ， 遺 跡 や 他 の 出 土 遺 物 の 時 期 を 示 す 精 緻 な 物 差 と して の
役 割 を 果 た して い る 。 し か し ， 全 て の 時 代 や 地 域 に お い て 土 器 編 年 が 確 定 して い る 訳
で は な く ， 新 た な 発 見 や 研 究 の 進 展 に よ っ て 従 来 の 説 が 大 幅 に 修 正 さ れ る 事 態 も あ り
う る こ と で あ る 。 最 近 ， 九 州 地 方 に お け る 縄 紋 中 期 土 器 編 年 を 巡 っ て ， 今 ま で の 説 と
は 大 き く 異 な る 年 代 観 が 提 出 さ れ 始 め て い る 。 以 下 に ， 九 州 地 方 の 縄 紋 中 期 土 器 に つ
いて の 修 正 案 を 述 べ ， 土 器 編 年 と は 原 理 や 方 法 に お いて 全 く 異 な る 年 代 決 定 法 の 一 つ
である１４Ｃ年代との対照によってもこれが支持されることを示したい。

２ ． 従 来 の 説 と 問 題 点
１９１６年の阿高貝塚の発掘調査に始まる九州地方の縄紋中期研究において，「阿高式

土 器 」 は 常 にそ の 中 心 的 な 位 置 を 占 め て き た 。 従 来 の 編 年 観 を 代 表 す る の は ， 縄 紋 時
代 中 期 に は ， 九 州 在 地 系 の 並 木 式 ・ 阿 高 式 土 器 が 九 州 西 半 部 に 。 瀬 戸 内 系 の 船 元 式 土
器 が 九 州 東 半 部 に 地 域 を 異 に して 分 布 し ， 両 者 は 同 時 期 で あ り な が ら 異 系 統 の 土 器 文
化圏を形成していた，とする前川（１９６９）と田中（１９７９）による研究である。論の細
部 を 別 に す れ ば ， い ず れ も ， ① 並 木 式 ・ 阿 高 式 は 前 期 後 半 の 曽 畑 式 に 後 続 し ， そ の 系
譜 を 引 くも の で あ る ， ② 九 州 西 部 に お け る 中 期 の 土 器 は 並 木 式 ・ 阿 高 式 で あ っ て ， 船
元 式 系 土 器 は こ の 地 域 に は 主 体 的 に 分 布 し な い ， と い う 基 本 的 な 考 えで 一 致 して い る 。
逆 に 言 え ば 。 も し も こ の 二 つ の 前 提 条 件 が 誤 っ て い れ ば ， 両 者 の 説 は 共 に 成 立 し な い
訳である。

Ｆｉｇ．１船元式古段階（間壁・間壁，１９７１）
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３ ． 九 州 地 方 の 縄 紋 中 期 土 器 編 年 修 正 案
並 木 式 ・ 阿 高 式 と 曽 畑 式 と を 同 系 統 と 見 る 大 き な 根 拠 の 一 つ で あ っ た の は ， 胎 土 に

滑 石 を 混 ぜ る 土 器 製 作 の 手 法 が 両 者 に 共 通 す る 点 で あ っ た が， 曽 畑 式 と 並 木 式 ・ 阿 高
式 と を 繋 ぐ は ずの 曽 畑 式 系 の 新 し い 段 階 の 土 器 に は ， 実 は 滑 石 の 混 入 が 認 め ら れ な い
（水ノ江，１９９０）。しかも，曽畑式と並木式・阿高式とは器形も紋様帯も全く異なっ
て お り ， 系 譜 と して 連 続 す る も の で は な い こ と は 明 ら かで あ る 。
ま た ， 中 期 全 般 を 通 じ て 並 木 式 ・ 阿 高 式 文 化 圏 で あ る と さ れて き た 九 州 西 部 に お い

て ， 福 岡 西 南 部 ・ 佐 賀 ・ 長 崎 ・ 熊 本 な ど の 各 地 で ， 中 期 初 頭 ～ 前 葉 の 船 元 式 古 段 階 （ 鷹
島 式 ～ 船 元 ｎ 式 ） の 単 純 資 料 が 知 ら れ る よ う に な っ て き た 。 し か も ， こ れ ら 船 元 式 古
段 階 と 並 木 式 ・ 阿 高 式 と は 層 位 的 に 前 後 関 係 で 押 さ え ら れ る 例 が あ り （ 本 渡 市 教 委 ，
１９９３等），明らかに前者の方が後者より古く位置付けられる。
し た が って ， 少 な く と も 中 期 初 頭 ～ 前 葉 に は 九 州 西 部 も 船 元 式 の 文 化 圏 で あ り ， 並

木 式 ・ 阿 高 式 は こ れ よ り 新 し い 時 期 の 土 器 型 式 で あ る と 言 える 。

（河口，１９８８）
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Ｆｉｇ．２春日式古段階・船元Ⅲ式Ｅ類・「福田Ｃ式」



一 方 ， 南 九 州 に お け る 前 期 末 の 土 器 型 式 と さ れて き た 春 日 式 が ， 最 近 の 新 資 料 の 増

加によって船元式系土器が在地化したものと考えられるようになり，東（１９８９・１９９１）
は春日式を４段階に細分して中期中葉～後半に位置付けた。矢野（１９９３）も東の案を
支 持 し ， キ ャ リ パー 器 形 の 喪 失 と 紋 様 帯 の 上 退 と い う 春 日 式 の 型 式 変 化 の 方 向 性 か ら ，
直 行 □ 縁 で 紋 様 帯 が □ 縁 部 に 限 ら れ る 「 大 平 式 」 を 経 て 並 木 式 が 成 立 す る と し た 。
春 日 式 の 分 布 は 北 部 九 州 に も 及 んで お り ， 並 木 ・ 阿 高 式 よ り 下 層 か ら 出 土 す る 例 （ 池

水，１９６６等）がある。また，矢野が指摘するように船元Ⅲ式Ｅ類と春日式古段階の沈
線 紋 土 器 と は 同 類 で あ り ， 西 部 瀬 戸 内 や 北 部 九 州 で い わ ゆ る 福 田 Ｃ 式 と さ れ る 沈 線 紋
土 器 も ， こ れ と 同 じ も の か や や 後 出 す る も の で ， 春 日 式 古 ～ 中 段 階 と の 関 連 で 理 解 で
き る 。 し た が っ て ， 春 日 式 の 新 段 階 を 中 期 後 半 と す る 位 置 付 け は 概 ね 妥 当 な も の で あ
り ， 並 木 式 が 春 日 式 新 段 階 よ り 更 に 新 し い も の で あ れ ば ， 中 期 で も 終 末 に 近 い 時 期 を
与えざるえない。
春 日 式 新 段 階 と 並 木 式 と は ， 東 や 矢 野 の い う 「 大 平 式 」 を 通 じ て 型 式 学 的 に 連 続 す

るが，この「大平式」は宮崎県大平遺跡出土土器（茂山，１９５７）とは若干の差異があ
るため，鹿児島県中尾田遺跡第Ⅲ層第ＩＩ類土器（鹿児島県教委，１９肛）に代表させて
中 尾 田 Ⅲ 類 と 呼 ぶ こ と に す る 。 並 木 式 を 特 徴 づ け る 押 引 紋 や 凹 線 紋 の 出 自 は こ の 中 尾
田Ⅲ類の中に求められ，田中（１皆既）が想定した並木Ｉ式～Ⅲ式の型式変遷は否定さ
れ る 。 並 木 式 は 押 引 紋 を 喪 失 して 阿 高 式 へ と 変 化 す る が ， 阿 高 式 に 後 続 す る 時 期 は 中
津 式 の 新 段 階 に 並 行 す る ら し い の で ， 中 津 式 ・ 称 名 寺 式 の 成 立 を も っ て 後 期 と す る 立
場 を と れ ば ， 阿 高 式 の 新 し い 段 階 は 後 期 初 頭 に 位 置 付 け ら れ る 可 能 性 が 強 い 。
以 上 の 点 を ま と め る と ， 九 州 西 半 部 の 縄 紋 中 期 土 器 編 年 は 次 の よ う に 修 正 さ れ る 。

中 期 初 頭 ～ 前 葉 ： 船 元 式 土 器 古 段 階 （ 鷹 島 式 ～ 船 元 ｎ 式 土 器 ）
中 期 中 葉 ： 春 日 式 土 器 古 段 階
中 期 後 半 ： 春 日 式 土 器 新 段 階
中 期 末 ： 中 尾 田 Ⅲ 類 土 器
中 期 末 ： 並 木 式 土 器
中 期 末 ～ 後 期 初 頭 ： 阿 高 式 土 器

駐ザノ
Ｆｉ＆３春日式新段階（左；姶良町教委，１９７７）・中尾田Ⅲ類（中；鹿児島県教委，１９８１）

並木式（右；富田，１９８１）
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関 連 す る １ ４ Ｃ 年 代 測 定 値
春日式

鹿児島県成川遺跡
鹿児島県前谷遺跡
鹿児島県前谷遺跡
鹿児島県前谷遺跡

中尾田Ⅲ類
鹿児島県出口遺跡
鹿児島県出口遺跡
佐賀県平原遺跡
佐賀県平原遺跡

並木式
佐賀県平原遺跡
（不明）

阿高式
長崎県ヌカシ遺跡
長崎県ヌカシ遺跡
熊本県轟貝塚
熊本県轟貝塚
熊本県轟貝塚
熊本県尾田貝塚
熊本県尾田貝塚
熊本県尾田貝塚
熊本県尾田貝塚
熊本県尾田貝塚
熊本県尾田貝塚

南福寺式・坂の下式
佐賀県坂の下遺跡
熊本県南福寺貝塚
熊本県若園貝塚
長崎県ヌカシ遺跡

船元式
鳥取県三朝高原穴谷遺跡
鳥取県目久美遺跡
鳥取県目久美遺跡
鳥取県目久美遺跡
滋賀県赤野井湾遺跡
滋賀県赤野井湾遺跡

４，３２０±４０ｙ．Ｂ

４，０１０±９０ｙ．Ｂ

４，１０・Ｏ±９０ｙ．Ｂ

４，０４０±９０ｙ．Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

３，９６０±４０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，８５０±３５ｙ．Ｂ．Ｐ．

４，５８０±１４０ｙ．Ｂ．Ｐ

４，７００±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ

４，１５０±１００ｙ．Ｂ。Ｐ

３，９７０±５０ｙ。Ｂ．Ｐ．

４，０８０±４０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，４７０±６０ｙ．Ｂ．Ｐ．

４，０６５±１３５ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，９６０±１７５ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，９６０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，９７０±５０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，６９０±５０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，６４０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，７５０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．

４，１２０±１５０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，９５０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．

３，８４９±７８ｙ．Ｂ

３，８１０±９５ｙ．Ｂ

３，７２０±６５ｙ．Ｂ

３，７００±６０ｙ．Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

４。７９０±７０ｙ．Ｂ．Ｐ．

４，４５０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ

４，３３０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ

４，３１０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ

４，４３０±４０ｙ．Ｂ．Ｐ．

４．４９０±４０ｙ．Ｂ．Ｐ．

７８

コ ー ド 不 明

ＫＳＵ-１１５７

ＫＳＵ-１１５８

ＫＳＵ-１１５９

コ ー ド 不 明

コ ー ド 不 明

Ｇａｋ-１６５４０

Ｇａｋ-１６５４１

ＮＵＴＡ-２２６２
コ ー ド 不 明

Ｇａ【-５２０９

崔謡-５２１０

コ ー ド 不 明

Ｎ - ３ １ ７

Ｎ - ３ １ ８

ＧａＫ-４８４２

ＧａＫ-４８４１

Ｇａ【-５８２１

壹温-５８２２

ＧａＫ-５８２３

Ｇａ【-５８２４

ＫＵＲＩ-００４９

ＧａＫ-４４６４

Ｎ-２８６０

Ｇａ【-５２０８

コ ー ド 不 明

Ｇａ【一１１２９６

ＧａＫ-１２１４２

ＧａＫ-１２１４３

ＫＳＵ-１３６７

ＫＳＵ-１３６８

船 元 Ｉ 式
波 子 式
船 元 Ⅲ 式
船 元 Ⅲ 式
船 元 式
船 元 式



４．修正編年案とＩ ° Ｃ 年代測定値
縄紋時代中期の１４Ｃ年代は，関東地方で４，８００～４，０５０ｙ．Ｂ．Ｐ．，東北地方で４，６００

～４，０００ｙ．Ｂ．Ｐ．とされる（キーリ・武藤，１９８２）。一方，九州地方の縄紋中期の１４

Ｃ 年 代 は 関 東 ・ 東 北 の 年 代 よ り 遥 か に 新 し い 。 こ の こ と は ， 関 東 ・ 東 北 と 九 州 と で 縄
紋 中 期 と さ れ る 土 器 が， 実 際 に は か な り 異 な る 年 代 に 使 用 さ れて い た も の で あ る こ と
を 意 味 す る 。 学 史 に 従 え ば ， 早 期 ・ 前 期 ・ 中 期 ・ 後 期 ・ 晩 期 の ５ 大 別 （ あ る い は 草 創
期を加えた６大別）は，山内清男（１９３７）による関東・東北の型式を基準とした区分
で あ る の で ， 九 州 の 中 期 土 器 が 関 東 ・ 東 北 の 中 期 土 器 と 並 行 し な い な ら ば ， 九 州 で 中
期 と す る 型 式 の 位 置 付 け が 間 違 って い る こ と に な る 。
そこで，並木式・阿高式を中期末～後期初頭とする修正案と１４Ｃ年代測定値とを照

ら し 合 わ せる と ， 編 年 の 序 列 に つ いて も ， 九 州 以 外 の 地 域 と の 年 代 も 整 合 的 で あ る こ
と が 解 る 。 よ って ， 九 州 地 方 の 縄 紋 中 期 土 器 編 年 は ， 従 来 の 説 よ り も 修 正 案 の 方 が １ ４
Ｃ 年 代 と も 矛 盾 が な く ， 正 し く 実 態 を 表 して い る も の と 考 え る 。 ，

謝辞：小文は，１９９４年１月１７日・１８日に行われた１９９３年度名古屋大学年代測定資料
研 究 セ ン タ ー 主 催 の 加 速 器 質 量 分 析 年 代 測 定 シ ン ポ ジ ウム で の 発 表 内 容 で あ る 。 土 器
型 式 の 検 討 を 主 と して 徳 永 が 担 当 し ， 両 名 の 討 議 を 経 て 高 瀬 が 口 頭 発 表 を 行 っ た 。 こ
の 中 で も 引 用 し た 佐 賀 県 平 原 遺 跡 採 取 試 料 の Ａ Ｍ Ｓ 法 １ ４ Ｃ 年 代 測 定 に 便 宜 を 図 って い
た だ き ， 発 表 の 機 会 を 与 えて い た だ い た ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 及 び，
中村俊夫先生に厚く御礼を申し上げる。
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